
「みなさまの保険情報」平成28年7月号のコンテンツ    

活用方法のご紹介 ～日本代協広報委員の活用例～    

7月号の表紙は、『地震保険 いざというときのために～』です。 

１ページ 
保険業界トピックス 

2016年4月1日に改正された地震保険の総支払限度額の引き上げ、既存住宅の増改築に
伴う耐震等級割引の改定に関する解説です。 

２ページ 
消費者向け保険情報 

一般の贈与に比べ税率が緩和されている20歳以上の子や孫等への贈与について、相続
税と贈与税の実際の税額比較を交えながら、わかりやすく紹介しています。 

３ページ 
事業者向け保険情報 

「交通労働災害」の防止について、実際に働く労働者（運転者）の健康と安全を確保するた
めの適正な運転時間について紹介します。 

４ページ 
ヘルスケア情報 

高齢化に伴い「骨粗しょう症」の人口が増え、現在1,300万人と推定されています。7月号で
は、健康で丈夫な骨を保つための食べ物について案内します。 

＜編集記コラム＞ 

・平成28年熊本地震では、約1,811億円（5月23日現在）の地震保険金を被災された
方々の生活再建の第一歩として、お届けしています。保険金の早期支払いのため、
自ら被災されながらも、車を事務所代わりにしてお客さま対応をされている代協会員
方もいます。地震保険の必要性・代理店の役割を、多くのお客さまにお伝えください。 

・活用事例のチラシも第3号を迎えました。ご愛読ありがとうございます。改選期にあたり、
次回から新メンバーで活用事例を紹介していきます。今後とも「みなさまの保険情報」
のご活用を宜しくお願いいたします。 

みなさまの活用方法をお待ちしております。「みなさまの保険情報」のお申込み等は、日本代協のホームページをご覧ください。 

発行：第16-052号（K-5）日本代協広報委員会 

平成28年6月17日 

NO.3 

紹介者 

代理店名 有限会社しまだ総合保険 所在地 北海道石狩市  

代表者 嶋田 拓馬  社員数 ４名 

仕様・用途 

使用部数 ５０部（年間：２００部） 形式 A４サイズ、名入れなし（１P・４P） 

配布先 
・更新・手続き等に伺う法人代表者や担当者への手渡し 
・事務所内接客スペースに据え置きし、来店の個人中心に適宜配布しています。 

更新「作業」になりがちな毎回のお手続きも、情報（話題）提供ツールとして手
渡しすることで、今まで以上にお客様との会話が弾むようになりました。 
１面は時事的にホットな話題が多いため、そこからお客様の情報収集や提案につ
ながることもあります。 
 
２～３面は経営者の方がその場で読み込むことが多いです。また、４面のお料理
情報は主婦層にウケが良いように感じます。 
自社オリジナルの新聞等を継続的に作成するのは大変だと感じたので、まさに
「渡りに船」。これからも活用していきたいと思います。 
                   

トピックス 

平成２８年熊本地震で倒壊した家屋 

嶋田広報委員（当時） 


